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年
四
月
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原

発
事
故
が
起
き
た
二
年
後
、

当
時
、
浜
岡
町
に
三
基
も
あ

る
原
発
を
無
視
で
き
な
い

と
、
三
島
市
民
が
中
心
と
な

っ
て
作
り
ま
し
た
。
講
演
会
、

映
画
会
、
写
真
展
な
ど
を
企

画
す
る
な
ど
、
二
〇
年
余
、

活
動
が
続
い
て
い
ま
す
。 

 

浜
岡
原
発
は
、
真
下
に
は

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
ク
ラ
ス

の
東
海
地
震
震
源
域
「
駿
河

ト
ラ
フ
」
が
あ
り
ま
す
。
静

岡
県
民
有
志
は
地
震
が
起
き

る
ま
で
運
転
を
と
め
て
の
願

い
か
ら
、「
と
め
よ
う
裁
判
」

の
訴
訟
を
起
こ
し
ま
し
た
。

静
岡
地
裁
は
、
昨
年
十
月
、

「
地
震
、
安
全
性
、
老
朽
化 

主
張 

「
み
し
ま
原

発
を
学
ぶ
会
」

は
、
一
九
八
六

に
問
題
な
し
」
と
の
判
決
を

下
し
ま
し
た
が
、
県
民
有
志

は
即
刻
控
訴
、
原
発
が
止
ま

る
ま
で
反
対
し
て
い
き
ま

す
。 原

告
側
証
人
だ
っ
た
石
橋

克
彦･

神
戸
大
教
授
（
地
震

学
）
は
判
決
後
、「
必
ず
起
き 

     

る
東
海
大
地
震
の
真
上
で
原

発
を
運
転
し
て
い
る
こ
と
自

体
、
根
本
的
に
異
常
で
危
険

な
の
に
、
国
策
に
配
慮
し
た

判
決
で
ま
っ
た
く
不
当
。
浜

岡
原
発
震
災
を
防
ぐ
た
め
に

は
五
機
と
も
止
め
る
し
か
な

い
。
判
決
の
間
違
い
は
自
然

が
証
明
す
る
だ
ろ
う
が
、
そ 

 

 

三
島
市
大
宮
町
の
東
レ
駐
車
場
跡
地
に
順
天
堂
大
学
の
保
健
看
護
学
部
（
仮
称
）
の
設
置
構
想

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
順
天
堂
病
院
関
係
者
に
聞
く
と
、
文
科
省
の
設
置
認
可
も
ま
だ
得
ら
れ
て

お
ら
ず
、
準
備
段
階
で
具
体
化
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
と
断
り
な
が
ら
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

は
構
想
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
既
に
三
島
市
都
市
計
画
課
に
は
東
レ
建
設
よ
り
建
設
に
向

け
た
申
請
が
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
三
島
駅
南
口
に
順
天
堂
大
学
の

学
部
が
設
置
さ
れ
る
と
三
島
市
の
中
心
部
も
一
段
と
賑
わ
い
が
増
す
こ
と
に
も
な
る
。 

の
時
は
、
私
た
ち
が
大
変
な

目
に
遭
っ
て
い
る
恐
れ
が
強

い
」
と
話
し
て
い
た
。 

 

四
号
機
で
導
入
さ
れ
る
プ

ル
サ
ー
マ
ル
は
、
原
発
で
使

い
終
わ
っ
た
核
燃
料
の
中
に

で
き
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取

り
出
し
て
（
再
処
理
し
て
） 

     

つ
く
る
Ｍ
Ｏ
Ｘ
（
モ
ッ
ク
ス
）

燃
料
を
普
通
の
原
発
で
燃
や

す
こ
と
で
す
。
中
部
電
力

（
株
）
は
フ
ラ
ン
ス
の
メ
ロ

ッ
ク
ス
工
場
へ
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料

加
工
を
依
頼
し
ま
し
た
。
電

力
会
社
は
「
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
」
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、

一
回
使
う
だ
け
な
の
で
す
。 

 

順天堂大学・看護学部設置構想！ 
三島市大宮町、東レ駐車場跡地に予定  

       

年
以
上
に
及
ぶ
長
期
政
権
と
な

っ
た
。小
泉
氏
は
特
異
な
パ
ホ
ー

マ
ン
ス
、劇
場
型
政
治
手
法
に
よ

り
国
民
の
人
気
を
集
め
た
が
、今

や
、国
民
は
嵐
の
過
ぎ
去
っ
た
後

の
、
濡
れ
落
ち
葉
の
よ
う
に
、
疲

弊
し
き
っ
て
い
る
。小
泉
改
革
は

い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
か
。 

▼
そ
の
後
、
安
倍
、
福
田
と
一
年

足
ら
ず
で
突
然
、政
権
を
投
げ
出

し
、崖
っ
ぷ
ち
に
立
た
さ
れ
た
状

態
で
、
麻
生
氏
に
引
継
が
れ
た
。

麻
生
政
権
を
し
て
選
挙
管
理
内

閣
だ
の
自
民
党
終
焉
内
閣
だ
の

と
揶
揄
さ
れ
て
い
る
が
、落
ち
込

ん
だ
自
公
政
権
の
人
気
は
回
復

す
る
気
配
は
見
え
な
い
。 

▼
矢
野
絢
也
元
党
首
に
噛
み
付

か
れ
た
創
価
学
会
。
公
明
党
は
、

彼
の
国
会
招
致
を
避
け
る
た
め

に
も
早
く
解
散
し
た
い
ら
し
い

が
、自
民
党
は
不
祥
事
続
き
で
先

延
ば
し
に
し
た
い
と
こ
ろ
。
今
、

解
散
し
て
も
勝
ち
目
は
無
い
。 

▼
そ
ん
な
中
、国
会
冒
頭
の
麻
生

首
相
の
演
説
に
は
呆
れ
た
。民
主

党
を
攻
撃
す
る
前
に
自
党
の
責

任
を
言
う
べ
き
だ
。一
億
層
中
流

が
格
差
社
会
と
な
り
、
年
金
・
介

護
・
医
療
・
汚
染
米
な
ど
の
問
題

が
噴
出
し
て
い
る
が
、こ
れ
ら
す

べ
て
は
戦
後
六
〇
年
間
の
自
民

政
治
の
結
果
で
は
な
い
か
。 

▼
そ
れ
に
一
言
も
触
れ
る
こ
と

な
く
他
党
を
攻
撃
す
る
の
は
無

責
任
き
わ
ま
り
な
い
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
問
題
が
明
ら
か
に
な
っ

た
の
は
ネ
ジ
レ
国
会
の
お
か
げ

だ
。ネ
ジ
レ
が
な
か
っ
た
ら
ウ
ヤ

ム
ヤ
に
な
る
か
、隠
さ
れ
た
ま
ま

だ
っ
た
ろ
う
。 

▼
今
、時
代
は
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
。
い
や
、
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。決
し
て
民
主
党

が
万
全
と
は
い
え
な
い
が
、と
に

か
く
政
権
交
代
し
な
け
れ
ば
長

年
霞
ヶ
関
に
た
ま
り
続
け
た
汚

泥
は
浄
化
さ
れ
な
い
。多
く
の
国

民
は
政
権
交
代
を
待
望
し
て
い

る
。 

▼
二
〇
〇
一
年
、
醜
態

を
さ
ら
け
出
し
退
陣
し

た
森
政
権
に
代
わ
り
、

「
自
民
党
を
ぶ
っ
潰

す
」
と
し
て
登
場
し
た

小
泉
政
権
で
あ
っ
た

が
、
戦
後
二
番
目
、
五
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再
処
理
工
場
か
ら
は
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
が
出
て

き
ま
す
。
ま
た
使
用
済
み
Ｍ

Ｏ
Ｘ
燃
料
か
ら
も
厄
介
な
放

射
性
廃
棄
物
が
出
て
き
ま

す
。
こ
れ
ら
の
廃
棄
物
は
数

百
年
も
の
長
期
に
わ
た
っ
て

厳
重
な
管
理
が
必
要
な
危
険

物
質
で
す
が
、
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

の
候
補
地
は
ど
こ
に
も
決
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
。 

私
達
県
民
は
、
い
つ
起
こ

る
か
も
知
れ
な
い
巨
大
地
震

の
震
源
域
上
に
、
し
か
も
、

建
設
後
三
二
年
に
な
る
老
朽

化
し
た
原
発
を
抱
え
て
い
ま

す
。
原
発
地
震
が
起
き
た
ら

静
岡
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
中
が
、
近
隣
諸
国

が
滅
び
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。 

Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
で
炉
心
溶
融
事

故
が
起
こ
れ
ば
、
従
来
の
ウ

ラ
ン
燃
料
と
比
べ
被
曝
の
影

響
は
数
倍
も
激
し
く
な
り
ま

す
。
そ
し
て
出
て
く
る
使
用

済
み
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
は
、
行
き

場
は
な
く
地
元
に
残
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
青
森
県
の
六 

     

ヶ
所
再
処
理
工
場
で
は
試
運

転
が
進
行
中
で
す
。
使
用
済

み
核
燃
料
を
再
処
理
し
た
あ

と
に
は
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
が
出
て
き
ま
す
が
、
そ

れ
を
ガ
ラ
ス
固
化
体
に
す
る

最
終
段
階
で
失
敗
を
繰
り
返

し
、
本
格
稼
動
は
難
し
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

病
院
関
係
者
の
話
に
よ
る

と
、
当
初
、
設
置
場
所
は
三
島

駅
南
口
の
駐
車
場
が
最
適
地
と

考
え
交
渉
し
た
が
、
三
島
市
に

は
既
に
そ
の
場
所
を
中
心
と
し

た
都
市
計
画
構
想
が
あ
り
断
念

し
た
と
の
こ
と
。
第
二
の
候
補

地
と
し
て
大
宮
町
駐
車
場
が
浮

上
し
た
。
学
部
設
置
の
条
件
と

し
て
交
通
の
便
も
よ
く
学
生
の

集
ま
り
や
す
い
場
所
、
三
島
は

首
都
圏
か
ら
も
通
学
可
能
で
適

地
だ
と
判
断
し
た
と
の
こ
と
。 

大
宮
町
駐
車
場
跡
地
は
昭
和

三
〇
年
頃
ま
で
三
島
北
髙
が
あ

っ
た
と
い
う
。
三
島
北
髙
は
文

教
町
に
移
転
し
、
そ
の
後
、
東

レ
ア
パ
ー
ト
の
敷
地
と
な
り
、

更
に
、
東
レ
駐
車
場
に
変
わ
り

現
在
に
至
る
。 

し
ず
お
か
に
原
発
は
い
ら
な
い
！ 

          

み
し
ま
原
発
を
学
ぶ
会 

丸
山 

美
津 
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設
置
予
定
場
所 

校
舎
の
概
要 

設
置
場
所
は
静
岡
県
三
島

市
大
宮
町
（
Ｊ
Ｒ
三
島
駅
よ

り
徒
歩
七
～
八
分
）  

校
舎
は
校
地
予
定
地
に
新
築

し
、
必
要
な
施
設
・
設
備
を

整
備
す
る
予
定
。 

開
設
予
定
年
月
日 

平
成
二
十
二
年
四
月
の
開

設
を
目
途
に
文
部
科
学
省
へ

の
手
続
き
を
行
う
予
定
。 

設
置
す
る
学
部
の 

基
本
コ
ン
セ
プ
ト 

静
岡
県
東
部
に
お
け
る
唯

一
の
四
年
制
看
護
系
学
部
と

し
て
、
順
天
堂
の
百
年
を
超

え
る
看
護
教
育
の
伝
統
を
受

け
継
ぎ
、「
仁
」
の
精
神
を
基

盤
に
「
心
身
を
癒
す
看
護
」

を
実
践
す
る
看
護
職
者
を
養

成
す
る
と
と
も
に
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
分
野
に
お
け

る
生
涯
教
育
の
の
拠
点
と
し

て
、
地
域
と
共
生
す
る
大
学

を
目
指
す
。  

順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属

静
岡
病
院
（
順
天
堂
伊
豆
長

岡
病
院
）と
の
連
携
に
よ
り
、 

最
新
の
臨
床
知
識
・
技
術
の

伝
達
・
習
得
を
図
り
、
チ
ー

ム
医
療
の
一
翼
を
担
う
看
護

実
践
能
力
の
優
れ
た
看
護
職

者
を
養
成
す
る
。  

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
分

野
を
総
合
的
に
学
び
、
地
域

住
民
の
健
康
管
理
に
貢
献
で

き
る
看
護
職
者
を
養
成
す

る
。 浦

安
キ
ャ
ン
パ
ス
（
医
療

看
護
学
部
）
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
し
、
医
療
看
護 

学
部
と
と
も
に
、
順
天
堂
看

護
教
育
の
両
翼
を
担
う
。 

実
習
予
定
病
院
等 

順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属

静
岡
病
院
及
び
同
関
連
病
院

群
、
高
齢
者
介
護
施
設
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
県

保
健
所
、
市
町
村
保
健
セ
ン

タ
ー
等
と
な
っ
て
い
る
。 

教
員
募
集 

看
護
の
各
専
門
分
野
に
お

い
て 

若
干
名
（
看
護
師
・

保
健
師
等
の
資
格
を
有
す
る

教
員
）
を
募
集
。  

 

軽食＆喫茶（11:30～14:30） 

スナック（１8:00～23:00） 

レインボー 
三島田町駅前 

（昼）定食８００円、珈琲付き 
    レインボーカレー７００円 

焼きそば５００円 
トースト・サラダ・珈琲６００円 

電話：055-972-0005 

フリー・マーケット 
毎月 第１、第３土曜日 
１０：００～１５：００頃まで 
新鮮野菜、干物、 
衣類･･･ｅｔｃ 
低価格で提供、 
価格応談 

徳倉２丁目２－３０ 
連絡先：９８８－１６５１ 

上岩崎公園 
駐車場 

フリーマー 
ケット会場 

市
道
工
事
の
工
期
は
？ 

  

市
道
大
宮
町
三
丁
目
二
号
線
外
側
溝
改
良
工
事 

し
て
い
る
。 

 

今
号
で
は
読
者
の
疑
問
を

紹
介
し
、
三
島
市
に
は
そ
の

内
容
を
質
問
状
と
し
て
回
答

を
求
め
た
い
。
ま
た
次
号
に
、

市
の
回
答
や
識
者
・
経
験
者

の
意
見
な
ど
を
掲
載
す
る
予

定
な
の
で
、
是
非
、
ご
期
待

頂
き
た
い
。 

な
お
、
今
後
も
こ
う
し
た

行
政
へ
の
疑
問
・
提
言
な
ど

を
、
市
の
対
応
・
意
見
等
も

含
め
掲
載
し
ま
す
の
で
、

色
々
な
読
者
の
声
を
お
寄

せ
願
い
た
い
。 

 

道
大
宮
町
三
丁
目
二
号
線

外
側
溝
改
良
工
事
」。 

 

読
者
の
疑
問
は
、「
工
期
は

六
月
十
一
日
か
ら
十
一
月
二

六
日
に
な
っ
て
い
る
が
、
工

期
の
三
分
の
二
も
経
過
し
た

九
月
末
に
な
っ
て
も
工
事
は

始
ま
っ
て
い
な
い
。
残
り
の

日
々
で
工
事
が
で
き
る
と
す

る
な
ら
ば
、
当
初
の
工
期
は

長
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
？
」 

た
に
看
護
系
新
学
部
（
仮
称 

保
健
看
護
学
部
）
の
設
置
準

備
を
進
め
て
い
る
。 

設
置
す
る
学
部
の
概
要 

学
部
・
学
科
名
と
し
て
保
健

看
護
学
部
（
仮
称
）
看
護
学

科 

、
入
学
定
員 

一
〇
〇
名

～
一
二
〇
名
（
検
討
中
） 

修
学
年
限
は 

四
年
。 

順
天
堂
大
学
は
、
医
学
部
、

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
、
医

療
看
護
学
部
に
次
ぐ
第
四
番 

 

目
の
学
部
と
し
て
、
平
成
二

十
二
年
四
月
開
設
を
目
指
し

て
、
静
岡
県
東
部
地
区
に
新 

 

と
い
う
も
の
だ
。
具
体
的
に

は
、
①
工
期
が
長
い
と
業
者

は
だ
ら
だ
ら
と
工
事
を
し
、

周
辺
住
民
や
道
路
の
利
用
者

に
迷
惑
に
な
る
の
で
は
、 

②
工
期
が
長
い
と
工
事
金

額
が
増
し
、
税
金
の
無
駄
使

い
に
な
ら
な
い
か
な
ど
を

市
に
質
し
た
い
と
の
内
容
。 

工
事
現
場
周
辺
の
住
民
の

話
し
で
は
、
請
負
業
者
が
言 

読
者
か
ら
『
市
民
新
聞
』

に
、「
三
島
市
工
事
請
負
事
業

の
工
期
に
大
き
な
疑
問
が
あ

る
。
貴
紙
で
取
り
上
げ
、
市

役
所
の
見
解
な
ど
を
聞
い
て

ほ
し
い
」
と
の
投
書
が
あ
っ

た
。 

 

工
事
現
場
は
市
体
育
館

か
ら
日
本
大
学
と
上
岩
崎

公
園
の
間
を
通
過
し
幸
原

に
至
る
道
路
沿
い
で
、「
市 

取
得
学

位
は
学
士

（
看
護

学
）、卒
業

時
取
得
資

格
と
し

て
、
看
護

師
国
家
試

験
受
験
資

格
、
保
健

師
国
家
試

験
受
験
資

格
と
し
て

い
る
。 

  

う
に
は
「
予
定
し
て
い

た
下
請
け
業
者
の
親
方

が
病
気
に
な
っ
た
。暑
さ

が
和
ら
ぐ
十
月
か
ら
工

事
を
始
め
る
」
と
言
っ

て
い
た
と
の
こ
と
。 

請
負
業
者
は
正
計
建

設
興
業
㈱
で
、
一
般
競

争
入
札
の
結
果
、
請
負

率
九
七
・
五
％
の
七
百

四
五
万
五
千
円
で
落
札 

 
看護学部予定地 


